
はじめに 
わが国が高度経済成長期にあった1961（昭和36）年に冷凍機能付きの冷蔵庫

が発売されて60年近くが経ちました。近年、冷蔵庫の大型化に伴って内蔵された冷

凍室の容量も大きくなっています。一方、冷蔵機能がなく、冷凍機能のみを有する

冷凍庫の輸入が増加しています。 

冷凍庫は上扉を開閉する「横置き型冷凍庫」と前扉を開閉する「直立型冷凍庫」

があり、貿易統計ではそれぞれを区分して計上されています。 

東 京 税 関 
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 ☆2020年に入り、冷凍庫の輸入が急増！  

 ☆東京港が輸入数量及び金額ともに全国トップ！  

 ☆中国及びタイ産の輸入シェアが8割超！ 

本特集の 

「横置き型冷凍庫」は、 

 輸入統計品目番号8418.30-010及び8418.30-090に掲げる横置き型冷凍庫（容量が800リッ 

 トル以下のものに限る。）、 

「直立型冷凍庫」は、 

 輸入統計品目番号8418.40-000（直立型冷凍庫（容量が900リットル以下のものに限る。）） 

に分類されるものです。 
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右図1は、横置き型冷凍庫、直立型冷凍庫、さらにこれらを合計した冷凍庫全

体の輸入動向を示したものです。 

冷凍庫全体の輸入動向は近年堅調に推移しており、直立型冷凍庫が横置き型

冷凍庫より輸入数量及び金額ともに上回っています。 

2020年1-10月の輸入数量及び金額の前年同期比は、冷凍庫全体ではそれ

ぞれ1.8倍、1.5倍と急増しました。このうち、直立型冷凍庫ではそれぞれ2.1倍、

1.7倍と、顕著な伸びが見られます。 

 

？ 

横置き型 

直立型 

特集 

横置き型冷凍庫は、冷気が下方に溜まる性質があることから、扉の開閉による

庫内の温度変化が起こりにくく、また、大きなものをそのまま入れやすいという特長

があります。一方、直立型冷凍庫は、扉の開閉により庫内の温度が上がりやすい反

面、扉を開ければ庫内全体が見渡せ、保存しているものが確認しやすいという特長

があり、機種によっては上に小型家電などを置くことも可能です。横置き型冷凍庫と

直立型冷凍庫のどちらを選ぶかは、設置場所の状況や用途によりますが、家庭な

どの居住空間においては、直立型冷凍庫のニーズが高いことが考えられます。 

今回の特集では、冷凍庫のうち、直立型冷凍庫について取り上げ、以下におい

て、本資料の「冷凍庫」とは「直立型冷凍庫」を指すこととします。 
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（千台） （億円） （図1）冷凍庫の輸入動向 

or 
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（図4）国別輸入金額割合 

国別動向 

 2020年1-10月の国別輸入実

績では、中国、タイ産で輸入金額

全体の8割を超え、続いてインドネ

シア、米国、韓国産の順となって

います。  

 

 これら5か国について、もう少し

詳しく見てみましょう。 

 1台当たりの輸入平均重量及び輸入平均単価は、中国、タイの2か国とその他3

か国で大きな差があることがわかります。わが国に輸入される中国及びタイ産の冷

凍庫は小型で比較的リーズナブルな価格であることから家庭用に供されるものが多

く、インドネシア、米国、韓国産の冷凍庫は大型で高価格であることから業務用（医

療・研究用を含む。）に供されるものが多いことが考えられます。 

（表１）5か国の輸入平均重量及び輸入平均価格（1台当たり） 

（2020年１-10月データから算出） 

港別動向 
 2020年1-10月の港別輸入実績では、東京港が輸入数量及び金額ともに全国

トップとなっています。 

 続いて横浜港、大阪港、博多港、神戸港、名古屋港の順に、大消費地を抱える

主要港が多くなっており、これらの6港で全体の輸入数量及び金額の8割を超えてい

ます。 
（図2）港別輸入数量割合 （図3）港別輸入金額割合 

 中国、タイ、インドネシア、米国、韓国の5か国について、2020年１-10月の冷凍

庫の輸入数量（重量）及び金額をそれぞれ輸入数量（台数）で除した数値を、1台

当たりの輸入平均重量及び輸入平均価格として表にすると、次のようになります。 
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月別動向 

 近年の冷凍庫の月別輸入動向を右図5で見てみま

しょう。 

 冷凍庫は、7-8月及び11-12月に輸入数量が増加

するというサイクルを概ね繰り返しています。一般的

に、夏は冷たい食材を購入する機会が増えることと、

年末年始を控えて食材を冷凍保存することが多くな

ることによるものと考えられます。 

 右図6は輸入の国別シェア1位である中国産の冷凍

庫の2020年における月別輸入金額動向を示したも

のです。業界によると、2020年2月の輸入の減少は

中国における新型コロナウィルス感染拡大の影響に

よってサプライチェーンの停滞があったことによるもの

で、その後7月にかけての輸入の急増は、わが国にお

ける新型コロナウィルス感染拡大による在宅時間の

増加や外出自粛などに伴う「買いだめ」により食材を

冷凍保存する機会が増えたことが要因と見られてい

ます。 

（図5）月別輸入動向 
（千台） （億円） 

（図７）フリーザー（注）の月別出荷数量 
（千台） 

※日本電機工業会自主統計調査データをもとに作成。  

 （注）「フリーザー」とは、「電気冷凍庫」のことを指す。 
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 また、業界によると、2020年度上期（4-9月）において、冷蔵庫やエアコンといった白物家電と呼

ばれる生活家電は総じて出荷が好調であり、冷凍庫の出荷も、昨年より増加しています（左図7参

照）。 
 白物家電は、2019年10月の消費税増税前の駆

け込み需要の反動で、2020年度上期の出荷は落ち

込むことが予想されていましたが、特別定額給付金

支給が大きな後押しとなって家電を購入するケース

が増えたと考えられており、冷凍庫もこの例外ではな

く、輸入が急増した要因となったと見られています。 

 （図6）中国の輸入金額動向

（2020年1-10月） 
（億円） 
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おわりに 
 冷凍庫には、横置き型、直立型という型式を問わず、様々な用途がありま

す。 

 業界によると、近年共働き世帯の増加により、週末にたくさんの食材を購入

し冷凍保存しておき、忙しい平日はそれを利用するといったケースが増えて

おり、冷蔵庫の冷凍室だけでは足りず、冷凍機能のみを有する家庭用冷凍

庫を「セカンド冷凍庫」として購入することが増える傾向にあったところに、新

型コロナウィルス感染拡大の影響も加わり、出荷が増加したとのことです。 

 また、業務用冷凍庫のうち、 医療・研究用のものについては、新型コロナ

ウィルスの検査検体や試薬保存の他、ワクチンや治療薬の研究の際に必要

なことから、こうしたニーズに応え、今後、輸出入に影響する可能性があると

のことです。 

 「冷凍庫」を通じて調べてみたところ、新型コロナウィルス感染拡大による

様々な影響が改めて感じられる結果となりました。 

（参考）冷凍庫の輸出について 

近年、冷凍庫の輸出数量及び金額は、ともに増加傾向にあります。 

 表２は2020年１-10月の輸出数量及び輸出金額の実績です。この間の冷凍庫

の輸出数量（重量）及び金額をそれぞれ輸出数量（台数）で除した1台当たりの輸

出平均重量は約262KG、輸出平均価格は約62万円となります。これにより、輸出

される冷凍庫は大型で、高価格なものが多く、業務用（医療・研究用を含む。）に

供されるものが多いことが考えられます。 

 2020年1-10月における輸出先は、

金額ではオランダ、米国、中国、シンガ

ポール、台湾の順に多く、オランダと米

国の合計は全体の約7割となっていま

す。 

（表２）輸出数量及び輸出金額 

（2020年１-10月実績） 

本項の「冷凍庫」は、 

輸出統計品目番号8418.40-000（直立型冷凍庫（容量が900リットル以下のものに限る。）） 

に分類されるものです。 
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（図8）冷凍庫の輸出動向 
（千台） （億円） 

（図9）輸出先別金額割合 

  

 家庭で冷凍庫に入っているものといえば、冷凍食品です。 

 今日ではさまざまな食材や調理品が冷凍食品で販売されていますが、

日本で初めて市販された冷凍食品は1932（昭和７）年頃に発売の 

「冷凍いちご」（商品名「イチゴ・シャーベー」）だそうです（※）。 

 食品会社の社員が子どもの頃好きだった「イチゴミルク」をコンセプ

トに開発したというこの商品は、ミルクに浸したいちごをつぶして砂糖

を加え、これをブリキ缶に詰めて缶ごと冷凍し

たものでした。大阪の百貨店で販売され、通勤

客が帰りに購入するなど、なかなかの人気で、

のちに東京の百貨店や野球場、海水浴場でも販

売されたとのことです。 

冷凍食品の市販第1号は… 

(※)「冷たいおいしさの誕生 日本冷蔵庫100年」,                 

  村瀬敬子, 論創社,2005, ｐ157-158 
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冷凍庫の輸入数量・金額動向（年別等） 

冷凍庫の輸入 

冷凍庫の輸入数量・金額動向（国別・月別） 

冷凍庫の港別輸入数量実績  

（2020年1-10月） 

冷凍庫の港別輸入金額実績 

（2020年1-10月） 

輸入統計品目番号8418.40-000 

輸入統計品目番号8418.40-000 

横置き型：輸入統計品目番号8418.30-010 

及び 8418.30-090 

      直立型：輸入統計品目番号8418.40-000           

輸入統計品目番号8418.40-000 



本資料を引用する場合、東京税関の資料による旨を注記して下さい。 

 

本資料に関するお問合せは以下へお願いします。 

東京税関 調査部 調査統計課 TEL：03-3599-6385 
〒135-8615 東京都江東区青海2-7-11 東京港湾合同庁舎 

東京税関 

http://www.customs.go.jp/tokyo/ 

貿易統計の数値はインターネットでも検索できます。 

 財務省貿易統計 検索 
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取材協力：一般社団法人 日本電機工業会 

        一般社団法人 日本科学機器協会 

        一般社団法人 日本冷凍空調工業会 

冷凍庫の輸入数量・金額動向（月別） 

冷凍庫の輸入 

冷凍庫の輸出数量・金額動向（年別等） 冷凍庫の輸出数量・金額動向（月別） 

冷凍庫の国（地域）別輸出金額 

（2020年1-10月) 

輸入統計品目番号8418.40-000 

輸出統計品目番号8418.40-000 

輸出統計品目番号8418.40-000 

輸出統計品目番号8418.40-000 

(参考） 


